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※平成 27 年度で終了となる研究課題は最終成果報告書となりますので，下記項目について詳
細な報告をお願いします． 
※ページ数の制限はありません． 
※成果等の説明に図表を使用していただいて構いません．（カラーも可） 
※提出して頂いた成果報告書をホームページでの公開を予定しております． 
 
１．研究の目的 
竜巻等の突風被害の世界的な多発地帯の一つであるバングラデシュにおいて，被害軽減に資

する実践的知識が地域で共有・定着されることを目指して，過去の被災地において地域住民へ
の聞き取り調査から明らかとなった被害発生前の気象や周辺の自然環境，体に感じた変化等の
経験，被害実態，被害の拡大要因といった被害軽減に資する実践的知識を地域で共有・定着さ
せるための地域防災ワークショップを実施する．このようなワークショップの実施を重ねなが
ら，より効果的な防災ワークショップとするためのノウハウや課題を明らかし，今後のより効
果的なワークショップ実施のための知見を得ることを目的とする． 
 
２．研究の方法 
過去の被災地における現地住民への聞き取り調査から明らかとなっている被害の実態と被害

拡大の要因，またそれらの結果の分析から導き出される被害軽減のための教訓を整理・体系化
し，これらの結果を地域における被害軽減のための実践的知識として共有・定着させるための
地域防災ワークショップを行う．地域住民や教育現場を対象とした防災ワークショップの実践
を重ね，被害軽減に資する実践的知識として地域で有効的に共有・定着するための防災ワーク
ショップのための重要なポイントや課題等を，参加者へのアンケートの分析から明らかにする． 
 
３．研究成果 
2015年 2 月末にバングラデシュの首都ダッカにある New School, Dhaka及び Udayan School

において，教員と児童に向けた突風防災ワークショップを行った．竜巻等の突風の気象学的性
質と被害の実態，被害軽減に向けた適切な避難行動等の実践的知識について，様々な実際的な
場面における適切な被害行動について，参加者どうしのディスカッションにより実践的に学ぶ
ことを重視したワークショップを行った．事後に行った参加教員のアンケートから，突風防災
に関するこれまでに知らなかった新たな知識を得ることができた，このような知識を児童・生
徒に学校現場で伝えることの重要性への気付き，また今後実際に突風防災に関する授業を自ら
の学校でも実施したい等，本ワークショップの実施により教員の突風防災教育に対する知識や
意識の高まりを認めることができた．また児童に対するアンケートから，これまで知らなかっ
た突風防災に関する知識を得ることができたとの声が多く得られ，このようなワークショップ
の実施の重要性及び被害軽減に資する知識の定着への有効性を確かめることができた． 
さらに 2015 年 8月には，バングラデシュ北部に位置する Mymensinghにおいて，地域住民（が

校教員を含む）を対象とした突風防災ワークショップを行った．Mymensngh にある公立小学校
Kazir Shimla G. P. School にて，教員 6名を含む現地住民 19名を対象に実施した（2015年 8
月 23 日）．本研究の共同研究者である Bangladesh Agricultural University の Dr. Rahmanに
ベンガル語の翻訳をしていただきながら実施した．ワークショップ後の参加者へのアンケート
の分析から以下のことが明らかとなった．まず参加者の多くが本ワークショップへの参加によ
り，突風防災への取り組みの重要性と必要性をより強く認識するようになった．また，被害軽
減に向けた様々な取り組みの充実の重要性と必要性を認識し，今後のさらなる学びへの意欲が
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喚起された．今後のワークショップにおける課題として，被害軽減のためのより実践的な内容
（実際に体を動かしての訓練等）を含めることや，動画等の視覚支援物の充実，参加者がワー
クショップ後に自宅に持ち帰って後々まで持続的に閲覧できる資料の作成と配布が浮き彫りと
なった．アンケートの分析結果についてのまとめを本報告書の別添え資料として付す． 
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